
 

令和３年度 障がい者共生社会づくり体制整備事業について 

障がい者支援課 

１ 要 旨 

  障がいのある人もない人も、誰もがお互いに尊厳を重んじて支え合い、心豊かに地域

で安心して暮らすことができる長野県づくりを進めるため、「長野県障がい者共生社会づ

くり条例（仮称）」の令和３年度中の議会提出を目指していく。 

それに併せて、県民に障がいに対する理解を深めていただく取組や、障がい者の権利

擁護を推進する取組を実施する。 

２ 事業内容 

 ≪相談体制及び周知活動の強化≫ 

○ 障がい者支援課に専任の障がい者差別解消推進員２名（R3 から 1名増）を配置 

し、障がい者差別に関する相談体制を強化 

○ 障がい者支援課に専任の虐待防止推進員１名を配置し、相談対応や関係機関との 

連絡調整等を実施 

 ≪県民・事業者等への周知活動の実施≫ 

（１）「合理的配慮ガイドブック」等の作成 

（県民向け） 

・周知・啓発用パンフレット等の作成・配布（音声入りＣＤ、点字テキスト含む） 

（事業者向け） 

・「合理的配慮事例（分野別）」等をまとめた「合理的配慮ガイドブック」を作成 

し、「合理的配慮」の正しい理解及び障がいのある方への適切な提供を促進 

（２）児童･生徒､保護者等を対象とした共生社会づくりの実現に向けた周知啓発の強化 

・県政出前講座を活用した積極的な啓発の実施 

（３）多様な広告媒体を活用した周知活動の実施 

・公共交通事業者（電車、バス等）を活用した周知（車内吊りポスター等の掲示） 

・テレビ、インターネット、広報誌等を活用したＰＲの実施（広報県民課と連携） 

（４）障がいに対する正しい知識を学ぶ機会を確保 

・「信州あいサポート」運動を中心とした啓発活動の積極的実施 

・パラスポーツ等、県民参加型イベントを通じた県民相互の参加機会の拡大 
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長 野 県 広 報 誌

「障がいの個人モデル」と
「障がいの社会モデル」。
障がいの考え方には

2つあります。

TH I NK !

 NAGANO

 MODE L

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ
。




